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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月20日(2009.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下肢静止不能症候群（ＲＬＳ）を治療するための医薬品を製造するための、ドーパミン
ターンオーバー増加薬及びドーパミン作動性受容体興奮薬から選択される薬剤、並びに生
物学的に利用可能な形態の鉄の組み合わせの使用。
【請求項２】
　前記薬剤が、レボドーパ；カルビドーパ；ドーパミン；ドブタミン；ロピネロール、カ
ベルゴリン、プラミペキソール、ペルゴリド、ブロモクリプチン、ロチゴチン及びリスリ
ドのようなドーパミンアゴニスト；セレギリン、ラサギリン及びサフィナミド（safinami
de）のようなドーパミン促進性ＭＯＡ‐Ｂ阻害剤；並びにバノキセリン（ＧＢＲ－１２９
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０９）、ラダファキシン（radafaxine）及びＳＥＰ－２２６３３０のようなドーパミン再
取り込み阻害剤；更に薬学的に許容される塩を形成可能な前記化合物中のそれらの塩から
選択される、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記鉄が第一鉄塩又は水酸化物である、請求項１又は２に記載の使用。
【請求項４】
　医薬品が徐放性組成物の形態である、請求項１～３のいずれか１項に記載の使用。
【請求項５】
医薬品が経口投与用である、請求項１～３のいずれか１項に記載の使用。
【請求項６】
　ドーパミンターンオーバー増加薬及びドーパミン作動性受容体興奮薬から選択される薬
剤、生物学的に利用可能な形態の鉄、並びに薬学的に許容される担体を含む、経口投与用
の医薬組成物。
【請求項７】
　経口投与用の錠剤、トローチ剤、カプセル剤又は類似の形態をした、請求項６に記載の
組成物。
【請求項８】
　ドーパミンターンオーバー増加薬及びドーパミン作動性受容体興奮薬から選択される薬
剤、並びに薬学的に許容される担体を含む経口投与用の医薬組成物、並びに生物学的に利
用可能な形態の鉄及び薬学的に許容される担体を含む経口投与用の医薬組成物を含むパッ
ケージ。
【請求項９】
　ドーパミンターンオーバー増加薬及びドーパミン作動性受容体興奮薬から選択される前
記薬剤が、レボドーパ；カルビドーパ；ドーパミン；ドブタミン；ロピネロール、カベル
ゴリン、プラミペキソール、ペルゴリド、ブロモクリプチン、ロチゴチン及びリスリドの
ようなドーパミンアゴニスト；セレギリン、ラサギリン及びサフィナミド（safinamide）
のようなドーパミン促進性ＭＯＡ‐Ｂ阻害剤；並びにバノキセリン（ＧＢＲ－１２９０９
）、ラダファキシン（radafaxine）及びＳＥＰ－２２６３３０のようなドーパミン再取り
込み阻害剤；更に薬学的に許容される塩を形成可能な前記化合物中のそれらの塩から選択
される、請求項８に記載のパッケージ。
【請求項１０】
　生物学的に利用可能な形態の鉄が無機若しくは有機酸の第一鉄塩の形態、又は場合によ
り炭水化物により錯体化された酸化第一鉄の形態である、請求項８又は９に記載のパッケ
ージ。
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